





















The Gyro of Lake Biwa and The Kaki引かmotoHitomaro's Poem 
on the Ruins of Oumi-Ootsu Palace 




































29 玉だすき 畝傍の山の橿原の ひじりの御代ゆ或いは云ふ、「宮ゆ」 生れましし神のことごと
つがの木の いやつぎつぎに 天の下知らしめししを 或いは云ふ、「めしけるJ 天にみつ 大和を置
きで あをによし 奈良山を越え 或いは云ふ、「そらみつ大和を置き あをによし奈良山越えてj いかさま
に 思ほしめせか或いは云ふ、「思ほしけめかj あまざかる 都にはあれど いはばしる 近江の留の
楽浪の大津の宮に天の下知らしめしけむ天皇の神の命の大宮は ここと開けども 大殿は
ここと書へども 春草の築く生ひたる 震立ち 春日の霧れる 或いは去ふ、 f後立ち春日か霧れる変革
か繁くなりぬるj ももしきの 大宮所 見れば悲しも 或いは云ふ、「見ればさぶしもJ
反歌
30 楽浪の志賀の唐崎幸くあれど大宮人の船持ちかねつ










































































































































































































































































































参考歌②:石見の海角のj甫廼を j甫なしと 人こそ見らめ 潟なしと 人こそ見らめ
よしゑやし j甫はなくとも よしゑやし 潟はなく いさなとり 海辺を指して
にぎたづの荒磯の上にか青く生ふる 玉藻沖つ藻朝はふる風こそ寄せめタはふる
波こそ来寄れ波のむた か寄りかく寄る 玉寵なす寄り寝し妹を… (02/0131) 
参考歌③:言聞はぬ木にはありともうるはしき君が手馴れの琴にしあるべし (05/0811) 
参考歌④:かけまくも あやに恐し …神葬り 葬り奉れば行く道の たづきを知らに
思へども 験をなみ嘆けども 奥かをなみ大講袖行き触れし松を言問はぬ
木にはありとも あらたまの立つ月ごとに天の原振り放け克つつ玉だすき























































































































































3 . 7節の山田孝雄の解釈(先行説は僻案抄、燈、孜謹、英夫君志等)とまったく i可じである。ただ、本
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